
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引津人権だより 
糸島市人権・同和教育推進協議会 引津支部 

第 44 号 
令和 8 年１１月１日発行 

【引津支部副支部長 寺山 義博】 

市同協引津支部事務局 
糸島市立引津コミュニティセンター 

TEL/FAX：（092）328-0855 

９月３０日（水）、市同協引津支部で、「平戸オランダ商館」「生月町
博物館島の館」「山田カトリック教会」「クルスの丘公園（黒瀬の殉教地
「ガスパル様」）へフィールドワークに行きました。 

当日は、各施設のガイドの方の説明を受けました。平戸は１５５０年ザ
ビエルが来航し、当時の平戸藩主が改宗しました。平戸は、長崎県で最
初にキリスト教が布教されたところです。松浦氏はキリスト教の信仰は、
海外との交易のために有利であると考えたのです。生月島ではたくさん
の人が改宗しました。 

ところが豊臣秀吉が天下を取ると、１５８７年「バテレン（ポルトガル語
で宣教師）追放令を発し、宣教師を海外に追放します。この時から、キリ
スト教が禁じられ、信者への弾圧が始まったのです。１６０９年には、生月
島で信仰を守り続けた「福者ガスパル西玄可」が処刑されます。その場
所に、「ガスパル様」と呼ばれる「黒瀬の辻殉教碑」が建てられていま
す。近くには山田カトリック教会もあります。 

禁令によってキリスト教の信仰が禁じられましたが、平戸の信者は信
仰を捨てることはありませんでした。「隠れキリシタン」と呼ばれた人たち
は、独自の形で信仰が密かに守り抜かれました。明治維新を迎えると、
明治政府の厳しい態度に対し海外諸国が激しい非難の声があがるよう
になったため、１８７３年明治政府は、キリスト教を認めることになりまし
た。現在、平戸市には紐差教会、山田教会、中野教会などがあります。 

平戸市は、対馬暖流が流れているので、温暖で住みやすく人々は穏
やかで、お魚は新鮮で美味しいです。平戸へいらしてください。 

人 権 講 演 会 

フィールドワーク  

 ７月１２日（日）に、同和問題啓発強調月間の一環として、引津コミュニ
ティセンターにて人権講演会を行いました。 
 講師は、アイリッシュ系音楽ユニット「森和田-moriwada-」さんで、ご
夫婦で活動されています。ご主人のアキタカさんは、社会教育士・フラッ
トマンドリン＆ギター演奏・作詞作曲、奥様のなつみさんさんは、音楽療
法士・メンタル音楽療法士・アコーディオン・ピアニカ演奏と、お二人とも
多彩な技能をお持ちの方々です。 
 ２０２０年、夫婦揃って教職を卒業し、教師ではできない活動をしたいと
の思いから、「いのちのスイッチをおしてごらん」を合言葉に、音楽とお話
しで人の心に寄り添う活動をスタートされました。 
 講演では、教師時代の経験や教職を卒業してからの経験をもとに、ユ
ーモアを交えたお話しと音楽で私たちに、感動と勇気そして楽しさを与
えてくださいました。大変感銘深い講演会でした。また、たくさんの参加
者に御礼申し上げます。 

【引津校区人権・同和教育指導員 鎌田 龍一郎】 



お終活 
熟春！人生百年時代の過ごし方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出 演： 水野 勝、 剛力 彩芽、 松下 由樹、 大和田 伸也、 
 石丸 謙二郎、西村 正彦、 石橋 蓮司、 金田 明夫、  
高畑 淳子、 橋爪 功 他 

【あらすじ】 
熟年離婚寸前の夫婦が、葬儀社の男から紹介された終活
フェアをきっかけにてんやわんやの大騒ぎ！ 
人生百年時代と言われる今、定年後に訪れる「熟年の青
春＝熟春」を明るく迎えるために人生整理に動き出す家
族の騒動をコミカルに描いた「笑って」「泣けて」「役に
立つ」ヒューマンコメディが幕を開ける！！ 

日時：1１月２８日（土） 
14：00～上映 

会場：引津コミュニティセンター 

日時：1１月２９日（日） 
14：00～上映 

会場：姫島公民館 

主催：糸島市人権・同和教育推進協議会 引津支部 

上映時間（113 分） 

どなたでもご覧いただけます。皆さまお誘い合わせの上、

ぜひご来場ください♪ 

街 頭 啓 発 

始める頃には雨も上がり、買い物に訪れるお客さんの姿も次第に多く 
見られるようになりました。参加者は、施設の出入り口付近で一人 
ひとりに声をかけながら、事業活動のチラシと啓発物品を丁寧に手渡しました。多くの方に受け取っていた
だき、地域の皆さんに広く呼びかける機会となりました。 
このような啓発活動は、チラシや物品を配布するだけでなく、日常生活の中で人権について考えるきっかけ

づくりにもつながります。今後も、地域の皆さんに人権・同和問題への関心を持っていただき、差別のない明
るい地域社会の実現に向けて、継続した啓発活動に取り組んでいきたいと思います。 

７月４日（土）、市同協引津支部は、イオン糸島ショッピングセンター
において、福岡県同和問題啓発強調月間にあわせた街頭啓発活動
を行いました。引津校区人権・同和教育推進委員をはじめ、関係者な
ど２５名が参加し、来店された方々に人権・同和問題への理解と関心
を深めていただくことを目的に、啓発チラシや啓発物品の配布を行い
ました。当日は、雨模様となり天候が心配されましたが、啓発活動を 

 【引津支部支部長 岡﨑 正幸】 

店舗入口に集合する役員 


